
 会 長  國弘 宏祐（辻堂南海岸町内会）

 副会長 有賀 正義（辻堂東海岸３丁目町内会）

  〃    松木 武美（辻堂東海岸２丁目町内会）

 会 計  石井 正治（ﾗｲｵﾝｽﾞﾃﾗｽ本鵠沼ｶﾞｰﾃﾞﾝｺｰﾄ自治会）

 監 査  吉田 秀樹（辻堂仲町町内会）

 ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ  小川 雄二朗（辻堂東海岸３丁目町内会）

  〃      加藤 照之（桜花園自治会）

    〃       福田 正三（東町町内会）
  幹 事 ２３人（自治会町内会名 略）
 吉田 淳基、石井 哲、池野 優幸、星名 良一、大村 勝敏、

安心・安全のまちづくり

巻頭言

会 長

國弘 宏祐

今回の号は、前号で紹介できなかった記事を一部掲載させて頂きます。

今年の前期は大雨や猛暑が心配されていましたが、関東地方は梅雨入り前に台風６

号の影響で一部地域に避難指示が発令されました。また、５月２９日からは気象情報の

名称が変更され、とりわけ土砂災害への警戒レベルをより分かりやすく伝えるため、

「土砂災害警戒情報」が「土砂災害警戒レベル３」として運用されるようになりました。

海外ではベネズエラ、フィリピンなどで大きな地震が発生し、日本でも太平洋側の青

森県、岩手県及び山梨県で震度６強の地震が発生し、大きな揺れを観測しました。

これからも台風のシーズンが続きます。いつ起こるかわからない災害に備え、テレビ

などからの情報に注意するとともに、自分の命は自分で守るという意識を持ち、防災対

策を進めていただきますようお願いいたします。
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「災害用伝言ダイヤル」はＮＴＴ東日本が運用しており、災害時に電話回線が飽和状態になると自動的

に利用することができるサービスです。

利用方法は固定電話・携帯電話を使って１７１にダイヤルし、ガイダンスに従ってメッセージを録音するという

ものです。わずか３０秒以内に氏名・連絡先・自分の居場所・無事かどうか・周りの状況・この後どう行動する

か等を知らせるのはとても難しいことですので、事前にご家族で練習しておくことが大切です。

平時に体験利用できる日

・毎月１日と１５日・正月三が日（１月１日００:００～１月３日２４:００)

・防災週間(８月３０日９:００～９月５日１７:００）

・防災とボランティア週間（１月１５日９:００～１月２１日１７:００)となっています。

「防災つじどう」をご覧の方はぜひ、防災週間の間に大事なご家族と体験していただくことをお

勧めします。更にお子さんやお年寄りのためには、年に数回利用練習していただければ安心です。

（記 高木 浩一）

2026年(令和8年)5月１４日(木)辻堂市民

センターにて定期総会が開催され、会員96名

に対し、出席48名、委任状20名で過半数に達

していることを確認してスタ－トしました。

議案として、令和7年度の事業報告、決算報

告、監査報告を行い、承認されました。引き続

き、令和8年度の事業計画(案)、予算(案)を提

案し、原案通り承認されました。

今後とも、地域の皆様とともに防災活動を推

進してまいりたいと考えておりますので、引き

続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し

あげます。

（記 辻堂市民センター 事務局）

今年度の活動方針が決定！

～定期総会のご報告～

いざという時、家族と連絡取れますか？ ～「１７１の使い方」～
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未来を担う子どもたちへ防災教育

～第９期チームレスキュー活動計画～

自主防災組織の強化・活性化に向けた、組織の中核となる防災リーダー育成の講習会を2026年

(令和8年)7月5日（日）に辻堂市民センターで実施しました。

今年度は２９名の方々にご参加いただきました。なお、今年度から新型コロナウィルス感染症の

影響により短縮されていた普通救命講習が本来の３時間の講習内容に戻りました。

午前は藤沢市の救急救命課による心肺蘇生法、AED体験の救急救命講習。昼食には非常食

のカレーを召し上がっていただき、参加者からは「おいしい」と好評の声もいただきました。

午後は当協議会アドバイザー小川雄二郎氏による防災講話。防災の基礎、そして藤沢市や辻

堂地区に起こり得る災害とその防災対策、町内会の防災活動事例などをお話しいただきました。

さらに、消火器、発電機、簡易トイレの設置・取り扱いの訓練を行いました。

今後も自治会・町内会の防災活動を強化できるような講習会を続けてまいりますので、ご協力を

お願いいたします。

（記 星名 良一）
発電機の取扱い訓練

チームレスキューは、辻堂青少年会館が主催する小学３年生から中学

生を対象とした防災教育です。今年度は１０名が参加しており、当協議会

が全面協力しています。プログラムは体験学習を中心に６月から１２月ま

での全７回で構成され、災害発生時に自分の命は自分で守るための対

応力を身につけることを目的としています。

前半の２回は災害とはどのようなものなのか、どのように行動すれば災

害から身を守れるのかを学びました。後半は前半で学んだ防災の知識を

活かし、自分の命を守るための対応力を養います。

今期も子どもたちと共に、真剣に、楽しみながら学びを深めていきます。

（記 吉田 秀樹）

２０２５年(令和７年)１１月３０日

(日)高砂小学校で総勢５０８名が参加

し、１８種類の訓練と展示を行いまし

た。幅広い参加者の受け入れ態勢を整

えて、お子様向けのスタンプラリーや

障がい者向けの静かな個室を提供して、

楽しく安心して参加できるようにしま

した。

日頃から防災に高い関心を持ち、防

災訓練に毎年参加しましょう。

（記 松木 武美）

２０２６年（令和８年）５月２４日(日) ゴミ

ゼロクリーンキャンペーンの終了後に、海

岸から津波避難ビル（湘南メディカルビル

と辻堂市民センター）へ避難する体験訓練

を行い、２２６名が参加しました。

辻堂市民センターでは牽引補助具を装着

した車イスが同行して避難し、防災機能に

ついて防災クイズで紹介しました。

（記 松木 武美）

第32回辻堂地区

総合防災訓練 開催報告
第３３回辻堂地区 総合防災訓練開催のお知らせ

日 時 ： ２０２６年（令和8年）

１１月２９日（日）

午前１０時～１２時

会 場 ： 八松小学校

防災意識の高揚を図るため

に総合防災訓練を行います。

普段は体験できない訓練が多

数ありますので、この機会に

ぜひ参加しましょう。

実施回 実　　施　　内　　容

第１回 「身近にある災害」をテーマに学習

消防局予防課による「119番のかけ方」指導

第２回 辻堂南消防署・辻堂市民センター（避難施設）見学

第３回 かながわ赤十字プラザ、そなエリア東京で防災体験学習

第４回 防災の視点から辻堂を歩く（安全な場所とは）

防災デジタルマップ作りに挑戦

第５回 辻堂地区総合防災訓練に向けて家具転倒防止策について学習

第６回 辻堂地区総合防災訓練で家具転倒防止策を大人に説明

第７回 修了式

新たに２９人の防災リーダーが誕生！ ～辻堂地区防災リーダー講習会～

牽引補助具（JINRIKI）の紹介

「もしも」に備えて…

津波避難体験を実施しました！


